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王子マテリア㈱
（土地所有）

㈱シーエナジー
（発電事業）太陽光発電事業（750kW）

山本地域づくり
委員会

自社所有地を飯田市を通
じて無償で貸付

五者協働による地域公共再生可能エネルギー活用事業

マテリア所有の土地を防
災・環境教育用広場として
整備、維持管理

おひさま進歩

太陽光発電事業（52kW）

防災・環境教育用広場整
備のための資金を飯田
市を通じて寄付

広場の一部にて太陽光発電事業を実施。そ
の収益の一部を広場の維持管理費用として
還元、また、停電時の非常用電源を提供

飯田市

市の普通財産を無償で
貸し付けるとともに、事業
化に向けた必要な支援

山本地域
づくり委員会

おひさま進歩
エネルギー㈱
おひさまグリッド５㈱

飯田市

【協働の内容】
・指定管理を受けている市有財産屋根の貸付
・自立コンセントによる防災機能向上
・地域が行う環境教育事業への協力 等

中電

全量売電 メガさんぽ（22.8kW）

収入

寄附

屋根の利用

出資者
（飯田市民、全国の市民）

配当 出資

事業安定性等の助言

事業の報告

売電

杵原学校多目的ホール
平時は電気を
地元に供給

災害時等には非常用
電源を地元が無償使用

年間想定発電量
22,633kWh

平成 26 年度における地域公共再生可能エネルギー活用事業について 

市民協働環境部環境モデル都市推進課 

１ 飯田山本おひさま広場整備事業【認定第２号】（H26.12.10 総務委員会協議会にて報告済み） 

ア 飯田市再生可能エネルギー導入支援審査会（以下、「再エネ審査会」という。）の審査により、条例

による支援の答申。７月 25 日 

イ 市長が条例による事業認定をし、同時に関係者と飯田市で公民協働事業協定を締結。10 月 31 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 杵原学校多目的ホール太陽光発電設備設置事業【認定第３号】（H26.12.10 総務委員会協議会にて認定予定

事業として報告済み） 

ア 再エネ審査会の審査により、条例による支援の答申。８月 29日 

イ 市長が条例による事業認定をし、同時に関係者と飯田市で公民協働事業協定を締結。12 月 19 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015.6.18 総務委員会協議会 

資料 No.４ 

○事業のねらい・効果 

山本地区住民が主体となり、企業が行う太陽光発電事業と連携し、コミュニティ醸成を目的

とした憩いの場、防災・環境教育用広場として整備し、住民と企業との協働による地域づくり

を進めていく。 

○事業のねらい・効果 

地域住民の拠り所である杵原学校を活用し、この事業をきっかけとしてさらなる施設の有効

利活用、住民が集い汗を流す活動を創出していく。 
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支援竜丘地域自治会 飯田市

中電

全量売電（12kW）

収入

非常時の電源等

地域自治会を構成する
竜丘地区の市民

売電

飯田市生涯学習センター
（竜丘公民館・竜丘自治振興センター）
に竜丘地域自治会が太陽光発電を設置

地域ぐるみで電気利用組合を創設した過去の
歴史に学び、現代に生かす固有の取り組み

地域課題の解決

住民自治
組織の自
立支援

地区基本構想の進行管理

竜
丘
地
域
協
議
会

参加
基金を活用
した設置

【協働の内容】
・市有財産屋根の貸付
・自立コンセントによる防災機能向上
・地域が行う環境教育事業への協力 等

平時は電気を
地元に供給

事業安定性等の助言

事業の報告

年間想定発電量
15,200kWh

久米区会
飯田市

中電
全量売電 メガさんぽ
（合計32.8 kW）

収入

災害時等には非常用
電源を地元が無償使用

売電

久米会館

住民自治組織
の自立支援

【協働の内容】
・地区財産屋根の貸与
・自立コンセントによる防災機能向上
・地域が行う環境教育事業への協力 等

さくら保育園久米分園

おひさま
グリッド５㈱

賃料

屋根貸与

出資者
（飯田市民、全国の市民）

配当 出資

平時は電気を
地元に供給

25.2 kW 7.6 kW

事業安定性等の助言

事業の報告

年間想定発電量
合計 33,368kWh

３ 丘づくり・市民共同発電プロジェクト 2014【認定第４号】（H26.12.10 総務委員会協議会にて審査中案件と

して報告済み） 

ア 再エネ審査会の審査により、条例による支援の答申。１月 13日 

イ 市長が条例による事業認定をし、同時に関係者と飯田市で公民協働事業協定を締結。２月 24 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 久米会館・さくら保育園久米分園太陽光発電設備事業 【認定第５号】 

ア 再エネ審査会の審査により、条例による支援の答申。２月 20日 

イ 市長が条例による事業認定をし、同時に関係者と飯田市で公民協働事業協定を締結。３月 17 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○事業のねらい・効果 

地域のエネルギー供給に市民自らが参加し、収益を公益性の高い住民自治活動に還元す

る。このことで、独自財源確保による竜丘地区基本構想に係る「環境・文化地区」づくり

から持続可能な地域づくりを実現していく。 

○事業のねらい・効果 

地区活動の重要な拠点である施設の機能向上を図り、地区活動拠点を活性化させるととも

に、質の高い保育を提供することで、地域コミュニティを強化する。 



3 

 

龍江四区
地域づくり
委員会

飯田市

中電 年間想定発電量
18,628kWh

収入

災害時等には非常用
電源を住民が無償使用

売電

龍江四区コミュニティ消防センター

住民自治組織
の自立支援

【協働の内容】
・指定管理を受けている市有財産屋根の貸付
・自立コンセントによる防災機能向上 等

エルコンパス
イプサ

寄附

屋根の利用

平時は電気を
地元に供給

地元金融機関
（市の制度資金を活用）

返済 融資

全量売電 （15.86 kW）

地域に根差した電気店との

協働で行う初の事業

事業安定性等
の助言

事業の報告

今田人形
の館運営
委員会

飯田市

中電

年間想定発電量
13,634kWh

収入

災害時等には非常用
電源を住民が無償使用

売電

飯田市今田人形の館

住民自治組織
の自立支援

【協働の内容】
・指定管理を受けている市有財産屋根の貸付
・自立コンセントによる防災機能向上 等

おひさま
グリッド５㈱

寄附

屋根の利用

平時は電気を
地元に供給

配当 出資

全量売電メガさんぽ（12.0 kW）

出資者
（飯田市民、全国の市民）

龍江二区
地域づく
り委員会

今田人
形座

分配

地域防災強化 今田人形継承

事業安定性等
の助言

事業の報告

５ 龍江四区コミュニティ消防センター太陽光発電設備設置事業 【認定第６号】 

ア 再エネ審査会の審査により、条例による支援の答申。２月 20日 

イ 市長が条例による事業認定をし、同時に関係者と飯田市で公民協働事業協定を締結。３月 27 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 飯田市今田人形の館太陽光発電設備設置事業 【認定第７号】 

ア 再エネ審査会の審査により、条例による支援の答申。２月 20日 

イ 市長が条例による事業認定をし、同時に関係者と飯田市で公民協働事業協定を締結。３月 27 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○事業のねらい・効果 

・中山間地域における応急避難施設となっている施設の防災機能を、寄附金の活用及び独立

電源の設置により向上し、地区住民の暮らしの安心・安全に大きく寄与する。 

・魅力ある「ほたる祭り」の運営費に寄附金の一部を充てることにより、自らの手により地

域で行われる活動の持続可能性を高める。 
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７ 事前相談 

  事前相談案件としては次のとおり 

  ア 上村小沢川における市民主体による小水力発電事業 

  イ 旭ヶ丘中学校における地域、生徒会、学校の合議体による太陽光発電設置事業 

 

○事業のねらい・効果 

・今田人形座が、寄附金の一部を今田人形上演に係る和蝋燭の購入費に充て、また、地域住

民が住民の拠り所である今田人形の館を再認識することにより、飯田市における伝統芸能

である今田人形浄瑠璃の継承及び持続に大きく寄与する。 

・応急避難施設となっている施設の防災機能を、寄附金の活用及び独立電源の設置により向

上し、地区住民の暮らしの安心・安全に寄与する。 


